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	計画の目的
	　白浜町においても人口減少・少子高齢化は、経済の成長力はもとより、医療や介護などの社会保障制度、子育てのあり方など、社会全般にわたり大きな影響を与えています。
	　このことから、「第２次白浜町長期総合計画」及び「第３次白浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、人口維持に向けた様々な取り組みを行っているところですが、今までと変わることなく行政サービスを提供していくには、積極的なデジタル技術の導入による業務の効率化・働き方の改革も求められます。
	　このような背景から、国の方針や助言を踏まえ、本庁がDXで取り組む範囲や取り組むべき事項、時期を具体化し、町民の皆様の理解を得ながら着実かつ迅速にDXを進めるため、本計画を策定しました。

	計画の位置づけ
	　本計画は「第３次白浜町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を上位計画として、目指すべきデジタル行政を実現するための計画と位置づけます。策定にあたり、国の「自治体DX推進計画」と整合性が取れた計画を進めていきます。
	白浜町DX推進計画
	自治体DX推進計画
	SDGs推進の視点


	計画の期間
	　本計画の期間は、国が策定した「自治体DX推進計画」との整合性を図り、令和８年度から令和12年度までの５年間とします。
	　なお、デジタル技術の進化や国及び県の施策、本町の施策の成果などを踏まえ、必要に応じて計画の見直しを行います。
	自治体DX推進計画


	白浜町DX推進計画
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12

	⑴　推進体制
	　本計画に基づく施策の推進は、単なるシステムの整備を行うことだけではなく、住民サービスや行政改革等、全庁横断的な連携及び協力が重要であることから、副町長を本部長、総務課長を副本部長、各課長級職員等を本部員として構成する「白浜町DX推進本部」設置し、本計画を推進していきます。さらに、下部組織として担当職員等で構成する「DXワーキンググループ」を設置し、具体的かつきめ細やかな取り組みを進めていきます。
	　また、デジタル化によりサービスの高度化を図っていくために、新たなデジタル技術や情報セキュリティに関する知見を持った外部専門家からの助言を活用し、施策の実行や見直しを行っていきます。



	施策の推進
	白浜町DX推進本部
	ワーキンググループ（WG)

	⑵　進行管理
	　本計画の進行管理については、PDCAサイクルを基本としますが、急速に変化するデジタル化社会の中で効果的な取り組みを行うために、OODA（ウーダ）ループの手法も用いて推進を図ります。


	計画
	lan

	実行
	改善
	ct

	評価
	heck

	観察
	beserve

	判断
	rient

	行動
	ct

	決定
	ecide

	取組内容
	重点取組項目
	⑥ AI・RPAの利用推進

	取組事項

	重点取組項目① フロントヤード改革の推進
	見込まれる効果（求める姿）
	住民の利便性の向上・行政の効率化
	　行政手続のオンライン化だけでなく、住民と行政との接点（フロントヤード）の改革を検討し、住民サービスの利便性向上と業務の効率化を進め、持続可能な行政サービスの提供体制を確保していくことを目指します。

	□ 待たない窓口、書かない窓口の推進
	□ 国が推奨するマイナポータルでの手続きの推進（27業務）
	□ 電子申請の取扱業務数及び利用件数の更なる向上
	□ 電子申請の住民の利便性向上に繋がる活用方法の推進
	2026
	2027
	2028
	2029
	2030
	フロントヤード改革の推進
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12

	見込まれる効果（求める姿）
	行政の効率化
	　地方公共団体の情報システムの標準化・共通化に取り組むことで、行政手続きの迅速化、業務の効率化等が図られるとともに、自治体でのクラウドの共同利用により、システムの安定稼働や災害時の業務継続性の確保を目指します。

	□ 標準システム移行計画書の作成
	□ 国が整備するガバメントクラウドへの移行
	□ 令和８年度を目標とした標準システムへの移行
	2026
	2027
	2028
	2029
	2030
	情報システムの標準化・共通化
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12


	重点取組項目② 情報システムの標準化・共通化
	見込まれる効果（求める姿）
	住民の利便性の向上・行政の効率化
	　税金や手数料の納付書に統一規格のQRコード（eL-QR）を導入することで、住民の支払い方法の選択肢を広げます。全国の金融機関窓口に加え、多様なスマートフォン決済アプリでの支払いを可能にし、「いつでも・どこでも」納付できる環境を整備します。これにより、住民の利便性向上と納付率の向上、さらには自治体の収納管理業務の効率化を図ります。

	□ eL-QRを活用した公金収納
	2026
	2027
	2028
	2029
	2030
	eL-QRを活用した公金収納
	R8
	R9
	R10
	R11
	R12

	見込まれる効果（求める姿）
	住民の利便性の向上
	　マイナンバーカードは、公的個人認証サービスにより確実に本人確認ができるなど、デジタル化社会の基盤となるため、普及促進を図ることで社会全体のデジタル化の推進を図ります。

	□ すべての住民がマイナンバーカードを取得できる施策の推進
	□ マイナンバーカードが利用できる行政手続きのオンライン化の推進
	□ マイナンバーカードが利用できる証明書等のコンビニ交付の推進
	2026
	2027
	2028
	2029
	2030
	マイナンバーカードの普及促進・利用の推進
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